
に
区
分
さ
れ
る
。
 
 
 

土
居
型
式
の
山
城
は
、
谷
奥
の
独
立
丘
陵
や
丘
陵
先
端
部
を
利
用
し
て
築
か
れ
て
お
り
、
城
山
と
か
堀
城
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
 
 

が
多
い
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
自
然
の
地
形
を
生
か
し
て
お
り
、
城
の
周
囲
に
は
蠣
の
役
目
を
果
す
谷
や
小
川
が
あ
り
、
付
近
に
城
 
 

ば
だ
い
じ
 
 

主
の
屋
敷
跡
や
菩
提
寺
跡
な
ど
が
残
る
こ
と
が
多
い
。
町
内
で
は
、
掘
之
城
跡
を
は
じ
め
四
貫
分
城
跡
、
狐
ケ
城
跡
、
榊
森
城
跡
、
 
 

的
場
城
跡
な
ど
が
、
こ
の
型
式
に
含
ま
れ
る
。
 
 
 

堀
之
城
跡
 
北
西
か
ら
南
東
に
の
び
る
丘
陵
先
端
部
に
位
置
し
、
標
高
二
」
ハ
○
～
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
、
低
地
か
ら
の
高
さ
約
四
〇
 
 

ほ
り
b
ウ
 
 

メ
ー
ト
ル
で
 

く
る
わ
 
削
平
さ
れ
て
お
り
、
全
体
の
構
造
や
遺
構
な
ど
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
西
端
部
の
最
高
所
に
あ
る
郭
（
本
丸
）
を
中
心
に
四
な
い
 
 
 

熊
野
町
に
お
け
る
古
墳
時
代
以
降
の
遺
跡
、
遺
物
で
時
代
の
た
ど
れ
る
も
の
は
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
中
世
 
 

は
じ
し
つ
ど
き
 
 

ど
い
や
し
き
 
 

の
城
跡
、
古
某
、
土
居
屋
敷
跡
？
の
は
か
、
土
師
質
土
器
や
近
世
の
陶
磁
器
片
の
出
土
地
が
数
か
所
知
ら
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
 
 

い
。
い
ず
れ
も
未
調
査
の
た
め
全
体
の
規
模
、
構
造
、
内
容
な
ど
の
わ
か
る
も
の
は
な
い
が
、
遺
跡
と
し
て
は
、
城
跡
八
か
所
、
古
 
 

基
五
か
所
、
土
居
屋
敷
跡
一
か
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
 
 

城
跡
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ま
と
ば
か
さ
や
ま
ほ
り
の
じ
よ
う
き
つ
ね
が
じ
よ
う
し
か
ん
ぷ
 
城
跡
に
は
、
的
場
城
跡
（
平
谷
地
区
）
、
嵩
山
城
跡
、
堀
之
城
跡
（
城
之
掘
）
、
狐
ケ
城
跡
、
四
貫
分
城
跡
、
土
（
登
）
岐
城
 
 

さ
か
き
も
り
 

か
い
ど
い
や
ま
し
ろ
 
跡
（
萩
原
）
、
榊
森
城
跡
・
魁
城
跡
（
新
宮
）
が
あ
る
。
形
態
、
構
造
か
ら
す
る
と
土
居
型
式
と
山
城
型
式
の
城
跡
の
二
つ
 
 

第
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節
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図3－3－1 こ姫之劇跡出土の青磁・土鍋  

か
ら
ば
り
 
 

し
五
つ
の
郭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本
丸
の
東
側
下
手
に
は
空
堀
が
あ
り
、
以
前
に
 
 

い
し
づ
み
 
 

は
本
丸
背
後
に
石
積
み
井
戸
が
残
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
城
の
両
側
に
は
、
城
 
 

を
挟
む
よ
う
に
小
さ
な
谷
が
入
り
こ
ん
で
お
り
、
天
然
の
堀
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
 
 

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
築
城
年
代
を
し
る
手
が
か
り
は
少
な
い
が
、
『
芸
渚
通
志
』
 
 

す
が
た
ぷ
ん
ご
の
か
み
 
 

に
よ
れ
ば
、
常
山
城
の
出
丸
か
と
い
わ
れ
、
菅
田
豊
後
守
の
居
城
と
伝
え
ら
れ
て
い
 
 

る
。
菅
田
氏
は
、
安
芸
の
東
、
西
条
（
西
条
盆
地
一
円
）
を
支
配
し
た
大
内
氏
の
家
臣
と
 
 

ぉ
お
う
ち
 
み
ら
れ
、
大
内
氏
の
東
、
西
条
支
配
と
関
連
し
て
築
城
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
 
 

－
ま
じ
 
 

り
ゆ
う
せ
ん
 
 

た
、
採
集
遣
物
に
は
、
中
国
産
竜
泉
窯
系
青
磁
片
、
土
師
薯
土
鍋
（
図
3
－
3
－
1
）
、
 
 

ぴ
ぜ
ん
 
 

小
皿
、
備
前
焼
整
片
な
ど
が
あ
る
。
文
献
、
遣
物
か
ら
み
て
室
町
時
代
中
ご
ろ
に
は
築
 
 

城
さ
れ
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

四
貫
分
娩
跡
 
北
か
ら
南
へ
の
び
る
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
、
標
高
は
二
五
〇
～
 
 

二
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
平
野
か
ら
の
高
さ
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
城
跡
は
、
道
上
川
 
 

も
ゆ
う
せ
き
 
 

北
側
の
谷
の
最
も
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
西
側
に
は
、
沖
積
低
地
が
ひ
ろ
が
り
、
 
 

東
側
は
狭
い
谷
と
な
っ
て
い
る
。
城
の
西
側
は
急
峻
な
崖
と
な
っ
て
お
り
、
西
か
ら
の
 
 

攻
め
に
対
し
て
堅
固
な
防
塞
と
な
っ
て
い
る
（
園
3
3
－
2
）
。
ま
た
、
北
側
背
後
も
 
 

く
る
わ
か
ら
は
り
 
堀
切
り
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
。
丘
陵
尾
根
を
中
心
に
五
つ
以
上
の
郭
や
空
堀
 
 

が
あ
り
、
城
の
南
側
に
は
、
「
ネ
ゴ
ヤ
（
根
小
屋
）
水
路
」
、
「
ネ
ゴ
ヤ
土
手
」
、
「
土
居
屋
 
 

敷
跡
」
（
屋
号
四
貫
分
＝
士
官
分
）
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
残
っ
て
い
る
。
『
芸
薄
通
志
』
に
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図3－3－2 四貫分城跡（中央低丘陵）と」二岐城跡（左手丘陵上）  

よ
る
と
、
本
城
跡
の
北
側
丘
陵
上
手
に
あ
る
土
岐
城
の
外
城
と
伝
 
 

え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
土
居
型
式
の
山
城
ほ
、
い
ず
れ
も
低
地
か
ら
の
高
さ
二
 
 

〇
～
四
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
五
な
い
し
六
つ
 
 

前
後
の
郭
で
構
成
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
通
常
は
、
領
民
の
農
業
 
 

生
活
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
居
館
的
な
性
格
の
城
と
考
え
ら
れ
 
 

る
。
文
献
や
遣
物
か
ら
築
城
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
 
 

な
い
が
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
、
熊
野
盆
地
に
基
盤
を
も
つ
 
 

こ
く
じ
ん
し
ゆ
う
 
 

国
人
衆
が
築
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

山
城
型
式
の
城
跡
は
、
い
わ
ゆ
る
山
頂
部
を
利
用
し
て
築
か
れ
 
 

た
典
型
的
な
山
城
で
あ
る
。
高
い
独
立
し
た
一
つ
の
山
を
利
用
し
 
 

た
も
の
や
連
山
の
一
つ
の
峰
あ
る
い
は
い
く
つ
か
の
峰
を
利
用
し
 
 

て
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
要
害
の
地
に
あ
る
自
然
の
高
 
 

い
山
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
山
麓
か
ら
山
頂
部
に
か
け
 
 

て
郭
や
居
館
、
石
垣
、
堀
、
井
戸
、
菩
提
寺
な
ど
の
多
く
の
構
築
 
 

物
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
城
で
も
、
通
常
の
場
合
 
 

は
、
山
麓
に
設
け
た
居
館
で
生
活
し
て
お
り
、
戦
時
に
ほ
山
上
に
 
 

設
け
た
郭
を
拠
点
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
町
内
で
は
、
寓
 
 

J74   



第
三
節
 
古
代
・
中
世
の
遺
跡
と
迫
物
 
 
 

図3－3【3 ⊥岐城跡遠景  

山
城
跡
、
土
岐
城
跡
、
魁
嘘
跡
が
あ
る
。
 
 

か
さ
や
ま
 
 
嵩
山
城
跡
 
堀
之
城
跡
の
西
北
側
背
後
に
そ
び
え
る
城
山
 
 

（
標
高
五
九
二
・
八
メ
ー
ト
ル
）
の
頂
部
を
中
心
に
南
北
に
連
な
 
 

る
尾
根
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
た
城
で
あ
る
。
全
体
の
規
 
 

模
、
構
造
な
ど
は
、
未
婚
査
の
た
め
明
ら
か
に
で
き
な
い
 
 

ヤ
の
 
 

の
ま
 
 

が
、
位
置
的
に
は
、
野
間
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
矢
野
城
 
（
広
 
 あ

そ
 
 

つ
ち
や
ま
 
 

島
市
矢
野
町
）
大
内
氏
の
樋
山
城
（
東
広
島
市
八
本
松
町
）
、
阿
曽
 
 

ね
■
“
ひ
う
ら
や
ま
 
沼
氏
の
日
浦
山
城
（
海
田
町
）
な
ど
が
一
望
で
き
る
地
に
あ
 
 

る
。
『
芸
滞
遺
志
』
忙
よ
れ
ば
、
「
山
麓
に
城
濠
、
掘
之
放
 
 

と
い
う
 
常
山
の
出
丸
か
」
と
さ
れ
る
が
、
む
し
ろ
掘
之
城
 
 

の
見
張
所
的
性
格
を
も
っ
た
追
跡
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 
 

土
岐
城
跡
 
熊
野
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
の
標
高
四
一
八
・
六
 
 

メ
ー
ト
ル
の
独
立
丘
陵
に
位
置
し
、
城
か
ら
は
盆
地
の
は
ば
 
 

全
域
を
み
わ
た
す
こ
と
が
で
き
る
（
図
3
－
3
1
3
）
。
山
頂
 
 

部
を
中
心
に
四
つ
以
上
の
郭
が
確
認
さ
れ
る
。
城
主
は
明
ら
 
 

か
で
な
い
が
、
『
芸
藩
遺
志
』
に
よ
れ
は
、
嵩
山
城
の
属
威
か
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
城
の
南
西
側
山
麓
部
に
は
四
貫
分
城
、
狐
 
 

は
じ
し
っ
ど
き
 
 

ケ
城
が
位
置
し
て
い
る
。
山
頂
部
か
ら
土
師
質
土
器
小
皿
、
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宮
林
古
墓
 
魁
城
跡
の
あ
る
竜
王
山
の
北
側
山
麓
部
に
位
置
す
る
。
丘
陵
斜
面
を
L
字
状
に
削
平
し
て
つ
く
っ
た
上
・
下
二
段
の
 
 

き
だ
ん
 
 

平
坦
部
に
石
杭
み
基
壇
が
残
っ
て
い
る
（
図
3
－
3
－
5
）
。
上
手
の
基
煩
は
、
東
西
約
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
 
 

約
四
〇
セ
ン
チ
の
規
模
を
も
つ
。
ま
た
、
下
手
の
基
壇
ほ
、
東
西
約
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
〇
セ
ソ
テ
の
 
 

大
き
さ
が
あ
る
。
基
壇
の
内
側
中
央
部
が
さ
ら
竺
段
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
段
に
築
か
れ
た
基
層
で
あ
る
。
基
層
上
の
構
造
物
は
 
 
 

出
土
遺
物
か
ら
推
測
し
て
一
五
世
紀
ご
ろ
の
築
城
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
の
山
城
は
、
城
主
、
築
城
時
期
な
ど
明
確
な
も
の
は
な
い
が
、
一
五
世
紀
以
降
の
大
内
氏
の
安
芸
東
西
粂
支
配
体
制
の
確
 
 

立
と
と
も
に
築
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
 
 

舌
墓
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み
や
は
や
L
か
い
じ
よ
う
が
わ
 
古
墓
に
は
、
宮
林
古
墓
、
海
上
側
古
墓
（
新
宮
）
、
前
地
古
墓
（
萩
原
）
、
榎
崎
古
豪
（
城
之
掘
）
、
隠
田
古
禁
初
祁
）
な
ど
 
 

が
あ
る
。
 
 

図3－3－4 土岐城跡出土の土  

師質土器  

備
前
焼
整
破
片
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
園
3
－
3
4
は
土
師
質
土
器
小
皿
で
、
口
径
六
・
 
 

〇
セ
ン
チ
と
六
・
九
セ
ソ
チ
、
高
さ
一
二
セ
ソ
チ
の
大
き
さ
が
あ
る
。
器
内
外
面
ほ
ヨ
コ
 
 

ナ
デ
調
整
。
底
部
は
糸
切
り
底
で
あ
る
。
赤
茶
色
を
呈
し
て
い
る
。
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
 
 

ろ
う
。
 
 

り
ゆ
う
お
▲
ソ
 
 
 

魁
奴
跡
 
南
か
ら
北
へ
の
ぴ
る
竜
王
山
（
標
高
四
四
七
二
二
メ
ー
ト
ル
）
の
丘
陵
尾
根
上
に
 
 

築
か
れ
た
城
で
、
四
段
以
上
の
郭
が
み
と
め
ら
れ
る
。
全
体
の
規
模
、
構
造
は
明
ら
か
で
な
 
 

い
。
位
置
的
に
は
、
熊
野
盆
地
の
東
側
の
出
入
口
に
あ
り
、
瀬
野
川
町
一
貫
田
と
八
本
松
町
 
 

吉
川
へ
通
ず
る
交
通
の
分
岐
点
が
一
望
で
き
る
戦
略
的
拠
点
に
位
置
し
て
い
る
。
城
主
、
築
 
 

城
時
期
な
ど
明
ら
か
で
な
い
が
、
北
側
山
麓
部
で
発
見
さ
れ
た
宮
林
古
蓋
や
海
上
側
古
墓
の
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図3－3－8、7 宮林古墓出土の備前焼小壷と施榊短頸詣   
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ほ
よ
ノ
．
ぎ
よ
ら
い
ん
と
■
ノ
 
 

明
ら
か
で
な
い
が
、
周
辺
に
五
輪
塔
、
宝
笹
印
塔
の
残
欠
が
多
く
み
ら
れ
、
少
な
く
と
も
一
〇
基
ち
か
く
の
五
輪
塔
が
存
在
し
て
い
 
 

し
ゅ
ぅ
 

す
ず
め
ぐ
ち
 
た
ら
し
い
。
基
壇
上
よ
り
備
前
焼
小
壷
と
施
粕
短
頸
壷
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
図
3
－
3
－
6
は
、
備
前
焼
の
雀
口
蚕
で
、
口
緑
 
 

の
一
方
に
注
ロ
が
つ
い
て
い
る
ゥ
口
径
四
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・
五
セ
ン
チ
、
底
径
四
・
八
セ
ン
チ
の
大
き
さ
が
あ
る
。
外
面
胴
 
 

か
ま
じ
る
し
 
部
に
は
、
肩
部
か
ら
垂
下
す
る
二
条
の
へ
ラ
に
よ
る
窯
印
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
図
3
－
3
－
7
は
施
紬
短
頸
泰
で
、
口
径
八
・
九
 
 

セ
ソ
チ
、
高
さ
一
〇
・
二
セ
ソ
チ
、
底
径
四
・
六
セ
ン
チ
で
、
〇
・
七
セ
ン
チ
の
厚
い
高
台
が
つ
い
て
い
る
。
口
縁
部
は
短
か
く
、
 
 

器
内
外
に
淡
青
緑
色
の
和
が
施
さ
れ
て
い
る
。
製
作
地
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
備
前
焼
小
売
か
ら
み
て
室
町
時
代
の
も
 
 

の
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

海
上
側
古
墓
 
宮
林
古
墓
の
北
東
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
位
置
す
る
。
古
墓
の
構
造
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
丘
陵
斜
面
の
 
 

削
平
中
に
備
前
焼
小
壷
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
付
近
に
は
多
く
の
五
輪
塔
残
欠
が
散
乱
し
て
お
り
、
こ
の
小
壷
も
、
本
来
は
、
五
 
 

輪
塔
の
下
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
備
前
焼
小
壷
（
囲
3
ト
3
 
 

図3－3－8 海上側古韮とlゴ土の  
備前焼小壷  

－
8
）
は
、
口
径
四
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・
七
セ
ソ
チ
、
底
径
四
・
八
 
 

セ
ン
チ
の
大
き
さ
の
笹
口
壷
で
、
宮
林
古
基
出
土
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
大
 
 

き
さ
が
あ
る
。
器
内
外
面
に
は
、
ロ
ク
ロ
調
整
疾
が
残
り
、
粘
土
紐
の
痕
 
 

跡
も
願
着
で
あ
る
。
灰
茶
褐
色
を
口
三
し
、
底
部
は
糸
切
り
で
あ
る
。
形
態
 
 

か
ら
み
て
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

熊
野
町
で
確
認
さ
れ
た
古
墓
は
、
宮
林
、
海
上
側
古
墓
で
み
ら
れ
る
よ
 
 

う
に
、
山
城
跡
の
麓
に
位
置
す
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
 
 

古
墓
の
被
葬
者
は
、
山
城
と
密
接
に
関
連
し
た
者
の
墳
墓
で
あ
る
と
い
っ
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第
三
節
 
古
代
・
中
世
の
遺
跡
と
遺
物
 
 
 

図3－39 中世古墓出土遺物実測図（1・2宮林、3海上側）  

て
よ
い
。
そ
し
て
構
造
的
に
 
 

▲
／
・
 
 

は
、
石
積
み
基
墳
を
も
ち
、
そ
 
 

ご
り
ん
の
と
～
 
 
は
う
き
上
う
い
ん
 
の
上
部
に
五
輪
塔
や
宝
筐
印
 
 

塔
が
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
 
 

れ
る
こ
と
。
ま
た
、
遣
物
に
備
 
 

前
焼
小
壷
や
施
和
陶
器
が
み
ら
 
 

れ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
れ
ら
 
 

の
山
城
に
拠
っ
た
武
士
団
、
具
 
 

体
的
に
は
、
安
芸
東
西
粂
の
支
 
 

配
者
で
あ
っ
た
大
内
氏
の
家
臣
 
 

団
の
一
員
の
墓
で
あ
っ
た
と
推
 
 

定
さ
れ
る
。
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